
il躍 を蒲 if可霧 で呼疑す懇

<ちびるの先がいつも合わさっているよ

うに。厚<ならないように。苦は上アゴ

についている。鼻水はずずらないで、しっ

かりかぬこと。

上下の歯は軽<ふれあつている !

』]最登轟こ こメ :、 提 をまザてitノ っ鴬 り善<

膝が上がるように腰を使つて歩<。

顔を上げ、遠<を見ながら颯爽と歩 <。

X∬

:卜 :轟講をする          . Ⅲ

はつきりとした大きな声が出せるように。

<ちびるの動き、舌の使い方を正し<覚えよう。

4]「二各ぬ Jこ Jと『くすぐり争こ』

頬をふ<らませて変な顔を作ろう。

それから、腋の下、胸、背中など

を<すぐってあげる。

わ]も議でもケ曇でもウ丁ンず7■ き畢よう1こ 緑習

あわせて頬をあげて笑顔の練習もね !

生きることの基本は呼吸、食事、日常の動き仕草そ

して想いです。どう使うかでその姿勢が決まります。

顔も<ちびると舌をどう使いどんな習慣・癖をする

かでその成長が決まっていきます。

碁]鱒歯や式歯
…
■も食べ物をよくかむ。数多く睡もう !

歯が生えたら、前歯でかじれるように野菜スティック

をあげよう。野菜好きになるよ。ただ硬ければ何でも

良いわけではないので、よ<選んでね。    苺饉。

了I雑巾がlrをする |

四つん這いになってハイハイでも良い。肩

関節や股関節のバランスがとれ、強<なる。

また背骨も適度に揺すられて、ズレや歪み

が解消される。それが頭蓋骨のパランスを

良<する。

率]視界を颯<揉よ:う

前髪で目線をじゃましない。前髪が眉より

下がると目線が下がり、頭が前に落ちるよ

うになって姿勢が悪<なる。

零】牽筋を押ばして譲券入中片藍坤薄を t′ よiう

-1)椅子に座るときは足をプラブラさせない。

膝、足首が直角になるように古雑誌等で踏み台にする。

-2)正座の時、お尻が足の上に乗つている。

足先を開いて落としたり、横座りは顎を捻るからしない。

-3)アグラをか<時は、お尻の下だけに座布団を敷い

て、背筋が伸びるように気をつける。

渉 √

亀

一ず
鷲

一
罐
辟

X 輪


